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子連れ出勤のスタートに適した年齢は、０歳～１歳半程度になります。

這いずりや歩きだしてしまうと、従業員が子連れ出勤した際に業務に集中できなく

なる場合や、安全面での配慮が難しくなる場合がありますのでご注意ください。

また、育児休業からの復職直後の従業員が子連れ出勤を希望する場合、業務

復帰に対して過剰に自信がある場合が見られます。その際には、少し抑えめの就

労日数や時間に調整し、子連れでの対応可能な範囲を徐々に決めていくことも必

要となる場合があります。
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子どもに対するチェック項目については「人見知りや落ち着きがないと子連れ出

勤はできない」と言うわけではありません。子どもの特徴に合わせた、周囲の配慮

や声がけ、子連れ出勤者への対応等が必要となる為、あらかじめ把握しておくと

ともに、子連れ出勤者とも共有することが必要となります。
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ここでのポイントは、職場の中で「子連れ出勤」ができる環境に整えることにあり

ます。

工事現場や研究施設など、そもそも子連れ出勤が難しい現場などは別ですが、

上記のチェック項目で問題が確認された場合でも、ベビーマットやベビーベッド、

サークル等のハードウェアで安全面のカバーをしたり、業務のオペレーションを見

直すことで、危険なものを取り扱う部屋を通常の業務スペースと切り分け、子連れ

が可能なスペースを作り出すなど、工夫次第で子連れ出勤が可能なスペースを作

り出す事が可能となります。
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ここでのポイントは、職場の中に子どもを連れてくるにあたって、子どもの状況を

把握することにあります。

子どもの年齢や健康状況、子連れ出勤をするにあたって無理が無いか、家族

は協力的か等について確認をおこない、職場環境と照らし合わせて無理があるよ

うなら、可能な部署での子連れ出勤を検討するなど、対策を取ることも求められま

す。

前述の配置先の確認に比べて、トラブルとなった際に影響が大きいので、注意

深く確認する必要があります。
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ここでのポイントは、子連れで業務がストレスなく回るようにすることです。

子連れ出勤者や子どもへの配慮の結果、通常の業務効率が落ちてしまっては本

末転倒ですし、継続的に子連れ出勤をつづけるためには、子連れ出勤者も、そう

でない従業員も共に働きやすい環境とする事が必須となります。

その為、実際に子連れ出勤を始めた後も、定期的に見直しをすることも計画に

入れて、環境確認を行うことが求められます。
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【労働基準法の「生児を育てるための時間」】

労働基準法第 67 条には、「生後満１年に達しない生児を育てる女性は、第 34 条の休憩時間のほか、

１日２回各々少なくとも 30 分、その生児を育てるための時間を請求することができる。使用者は、前

項の育児時間中は、その女性を使用してはならない」とありますし、また、これに違反する事業主には

罰則が適用されることになります（労働基準法第 119 条第１項）。

また、「この育児時間をどの時間に請求するかは原則として本人の自由であり、始業時間のすぐ後、

終業時間の直前に請求してきた場合であっても使用者としては託児施設の有無を問わず、これを拒否で

きない」こととなっています（昭 33・６・25 基収第 4317 号）。

なお、この育児時間における「１日２回各々少なくとも 30 分」は、８時間労働を想定して設定されて

いるもので、労働時間が１日４時間を下回るような場合には、１日に１回の育児時間で足りるとされて

います（昭 36・１・９ 基収第 8996 号）。

さらに、「往復時間を含み 30 分の育児時間が与えられていれば違法ではないが、往復時間を除き実質

的な育児時間が与えられることが望ましい（昭 25・７・22 基収第 2314 号）」ともされています。

そして、「この時間を有給とするか無給とするかについては、当事者間で決定していく（昭 25・７・22

基収第 2314 号）」ということにもなっています。
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子連れ出勤を導入する際、必ず子連れ出勤者と、受入れ側の双方に対して研

修を行う必要があります。

子連れ出勤は、子連れ出勤者と受入れ側の双方の協力があって初めて実現で

きる働き方です。その為、双方が同じルールを認識することが不可欠となり、その

為に研修を通して最低限のルールを共有してもらう必要があります。

� 	Õ	ô 	K	² • �] �
 	- 	Õ	ô 	K	² • 	» �� 
- 	Ë	K
¡ 	- 
Á	â ¨ 	ï

�B� �C 	Õ	ô 	K	² • 	' 	.

�B�®�C 	Õ	ô 	K	- 	œ	x 	› 	i �4

�B�¯ �C 	Õ	ô 	K	² • 	- 
q 
m



12 / 38

�B�° �C 	Õ	ô 	K	² • 	- 	ú v

"Ç 	³ 	¯ 	- 	º 	 	¯ 	' 	� 	%	- 	½�•

l
l

l

"È 	Õ	( 	A	7 	- �®	� 	Í

"É 	Õ	( 	A	- 
 	ø 
¨ 	ó

"Ê 		 	A	 	B	- 
� 	I ž 	�

"Ë �k 	¹ 	C		 	C	# 	- 	• 	| �4



13 / 38

"Ì 		 �ä �{ 	k 	Œ�4 	k 	- 
ž 	� 	Í

"Í 	« �á 
¶ 	- �? 
� 
!

"Î �p 
� 	- 
R��

"Ï �p 
� 	- 	Î 	- �? 
�



14 / 38

⑩ 	² • �� �7 �g 	Î 	- 
 	ø �5 	ö

"Ñ 	Õ	( 	A	- 		 	? 	# �y 	� �‰



15 / 38

�® 	Õ	ô 	K	² • L �¦ 	» 	7 	- �] �


�B� �C
T 
$ 	¹ 	µ 
� 	&	- �] �


�B�®�C	Õ	ô 	K	² • 	Î 	- 	x 	a 	} 	u 	a �{



16 / 38

�¯ 	Õ	ô 	K	² • 	» 
- 	Ë	K
¡ 	7 	- �] �


�B� �C	Õ	ô 	K	² • 	» 	� �5 	I 	C	� 	� J 
1

�B�®�C
 	ø �5 	ö



17 / 38

�° 	¯ 	¹ 
ÿ 

 	» �� �5 	ö 
Ù	7 	- �] �


�B� �C	Õ	ô 	K	² • 	» 	7 	- 	Ò
� �ì 
| 	' 
• �e

ü
ü
ü
ü
ü
ü
ü (

)
ü
ü
ü
ü

�B�®�C	Õ	ô 	K	² • 	» 	) 	( 	7 	- 	• 	› 	k 	“ 	¥ 	z

�B�¯ �C
Ù	Ã	Ô	&	- 	• �4 	• 
A	Ò	Í 	ç 	' 
] 
×



18 / 38



19 / 38


6 �° �� �� 	Ë�c

� 	Õ	ô 	K	² • 	- �� 	Ë	k 	c 	j 	—�4 	• �{



20 / 38

�® 	Õ	ô 	K	² • 	- 	ð 
± 	¹ �{

�X�A�ì 	µ 	° 	
 	H	- �n �7 	* 	G	J �] �° 	Ú	- 	c �4 	k

PC

	ó �X�q 	' 	- �¡ 	÷ 	* 	G	J �] � 	Ú	- 	c �4 	k

�A� 	- � �p 	Î 	- �¸ 
ö 	Õ	ô 	K	² • 	- 	c �4 	k



21 / 38

�¯ 	Õ	ô 	K	² • 	- 
f 	®	• �4 	•

�B� �C	Õ	ô 	K	² • 
í 
š 	) 	Õ	( 	A	- 	« �á 	' 
� 	Ñ

�B�®�C	Õ	ô 	K	² • 	Î 	- 	• �4 	• 
× �Œ

�B�¯ �C
R�� �®�° 	- �� 
�

�B�° �C
G�� 	- 
H	á

�B�± �C	² • �� �7 �g 	Î 	- 
 	ø �5 	ö

�B�² �C	Õ	( 	A	- 		 	? 	# �y 	� �‰



22 / 38


6 �± �� �� 	Ë	¹ �{ �� 
f 	®�c

� 	³ �¹ 	¹ 
� �� 	y 	k 	a 	¡ �4 	a

子連れ出勤は、子どもが生まれても働き続けられるように環境整備することを

目的としています。

また、産休育休からのスムーズな復帰を促し、それぞれの家庭環境や生活と仕

事を両立させる事ができる職場にする為の手段として期待できます。
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産前産後の女性が長く働き続けられるような環境づくりとともに、２歳までの子

どもとの愛着形成を十分に行えるような環境づくりが期待できます。子どもが自分

を保護してくれる大人が誰であるかを認識し、その大人と特別な関係を結ぼうとす

る「愛着」という大事な時期を大切にしながら、仕事と保育を両立し、みんなが心

地よく、子どもと楽しく安全に働ける環境づくりを目的としています。
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複数人が子連れ出勤をした際に、会議室・スペース等において、一時的に（数

時間程度）に、数人の親同士が子どもの面倒を見合うスタイルです。互いにサポ

ートしながら仕事を進めることで、一時的に子連れでの勤務に適さない業務を遂

行する必要がある従業員も子連れ出勤を行うことが可能となります。

合わせて、子連れ出勤者が集まって勤務できる環境を用意することで、子連れ

出勤のために必要な設備等を集約し、業務効率の向上等が期待できます。

また、年齢が近い子ども同士で一緒に遊ぶことができる場合、遊びに集中しや

すくなり、親へ話しかける回数が減って業務に集中しやすくなる効果もあります。
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テレワーク型の子連れ出勤は、従業員それぞれが抱える育児の状況や事情に

あわせて、柔軟かつ生産性の高い働き方が出来る環境を作ることが可能です。

主に、情報通信技術(ICT = Informat ion and Communicat ion Technology)
を活用して、自宅利用型テレワーク(在宅勤務)、モバイルワーク、施設利用型テレ
ワーク(サテライトオフィス勤務など)など、場所や時間にとらわれない柔軟な働き
方を実現することで、子どもがいる社員の勤務継続を確保する「多様な働き方」、

社員の仕事と私生活の調和を図ることで生活にゆとりを持たせ、仕事への好影響

にも期待する「ワークライフバランス」、業務効率や生産性向上のための「経営目

的」、そして、突発的な病気などで社員が出社できないという事態においても自宅

から業務を行うことによって会社の枢要な業務を継続することを目指す「事業継続」

の４つを実現する事を目的 としています。

特に、テレワーク型子連れ出勤では、子どもの突発的な病気や怪我、病後のケ

アなどで出社できない場合などに、止めることが出来ない会社の重要な業務を自

宅で継続できるようにすることを主たる目的としています。

�B� �C• 
� 	Î 	- 	• �4 	•

�B�®�C�� 	Ë	Î 	- �? 
� 
!

~

�B�¯ �C�¸ 
ö 	Î 	- 	x 	k 	z �� 	Ë	- 	ð 
±



�B�° �C�m�F �$ 
ß 	- 	• 	V	¥ 	z

VDT(Visual Display Terminal)
14.4.5 0405001
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一時託児室型子連れ出勤は、空いているスペースや会議室等を、一時的な託

児室として利用し、保育士などに子どもを完全に預けて働きます。一時託児室とし

て利用できるスペースがあれば、危険な業務を伴う仕事や工場勤務など、子ども

をそばにおいて仕事が出来ない従業員も、子どもを連れて働くことが可能です。

主に繁忙期中で業務を止めないほうが望ましいですが、保育園や幼稚園、小

学校等が休み（土曜日、日曜日、祝日など）の為、預け先がなく、これまで出勤で

きなかった従業員も簡易一時託児室を利用し、業務可能な環境を整えることで、

すべての従業員が働きやすい環境を構築することを目的としています。
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※金額は一例であり、委託事業者や日時等の依頼条件で大きく異なる場合があることに加え、初回

利用時には別途面談等が必要な場合もあります。

※金額は一例であり、委託事業者や日時等の依頼条件で大きく異なる場合があることに加え、初回

利用時には別途面談等が必要な場合もあります。
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